
鍵
，
幽
∵
　
懸
第
墾
號

大
正
八
二
七
月
麟
騒
嚢
行

　
　
　
　
　
（
魎
巻
第
十
五
號
）

厨

加
　
羅
　
彊
　
域
　
考

（
上
）

文
學
士
今
西

龍

　
　
　
　
躍

　
朝
鮮
に
て
加
羅
諸
國
ご
総
す
る
も
の
は
大
豆
に
於
て
B

本
に
て
任
那
諸
國
ご
齢
す
る
も
の
な
り
。
輪
行
は
沸
良
、

迦
羅
も
呵
鰹
．
露
頭
、
駕
洛
、
鋤
邸
、
伽
郷
等
の
文
字
を

用
み
て
示
す
こ
と
あ
り
G
但
し
朝
鮮
語
「
良
し
（
ラ
）
「
、
耶
し

（
ヤ
）
網
通
ず
る
を
以
て
激
賛
ご
加
福
と
は
驚
異
の
総
呼
に

第
囚
熔
　
　
研
究
　
　
加
羅
彊
弓
弩
（
よ
）

あ
ら
す
。
加
羅
諸
國
、
の
多
く
が
弁
辰
の
國
々
の
幾
り
し
も

の
な
る
べ
き
こ
と
は
第
一
に
頭
位
羅
よ
り
し
て
篤
二
に
魏

志
に
凋
繋
す
る
愈
々
十
二
國
中
古
難
読
郡
下
．
狗
邪
國
．

安
邪
國
の
動
き
が
朋
に
加
羅
諸
國
と
し
て
後
に
現
は
る
メ

に
よ
り
て
推
知
し
う
べ
く
既
に
諸
家
の
定
説
翻
り
。
今
先

づ
加
羅
任
那
の
繕
呼
に
就
て
述
ぷ
べ
し
。

館
ミ
號

圃
　
（
ミ
誠
五
V



翁
四
巻
　
研
究
加
羅
弧
域
考
（
」
）

　
落
主
は
「
カ
ラ
」
な
り
Q
臼
本
書
紀
等
に
は
朝
鮮
牢
島
の

地
理
的
繕
呼
こ
し
て
韓
ま
た
は
三
韓
と
書
し
て
之
を
「
カ

ラ
」
ご
訓
ま
せ
た
り
。
朝
鮮
入
ま
た
宇
島
の
地
理
酌
繕
、
呼

に
三
韓
ま
蔑
韓
の
文
字
を
痴
ゆ
る
都
議
欝
鴻
讐

古
よ
り
今
に
至
る
ま
で
引
き
績
け
こ
も
聖
訓
方
を
失
し
字

音
を
以
て
之
を
呼
べ
り
。
篭
り
ご
錐
「
カ
ラ
」
は
上
古
朝
鮮

人
の
渡
辺
に
し
て
爾
ほ
古
く
は
「
カ
ソ
ラ
」
も
し
く
は
「
ヵ

ン
ナ
ラ
」
と
辮
せ
し
を
奏
漢
の
人
此
「
カ
ン
」
の
二
字
に

「
韓
」
の
字
を
用
ひ
樂
浪
帯
方
の
漠
人
之
を
襲
用
し
日
本
及

び
朝
鮮
に
傳
へ
し
も
の
＼
鈍
し
Q

　
　
韓
一
爾
ほ
騨
汗
寂
ど
の
字
な
用
ひ
し
こ
と
あ
り
。
現
代
朝
騨
語
に
國
な
峠

　
　
誹
パ
翼
｛
τ
聾
）
と
い
ふ
。
「
ナ
ラ
」
は
古
語
「
ラ
」
の
延
び
し
－
．
の
な
る
か
或

　
　
は
「
ヲ
」
拭
「
ナ
ヲ
」
の
約
ま
れ
る
も
の
な
う
か
い
つ
れ
か
な
ろ
べ
し
り
娚

　
　
鮮
古
代
蝿
名
に
は
う
・
火
」
「
伐
」
「
弗
」
の
字
冷
附
ぜ
る
も
の
多
し
。
「
火
」
字

　
　
は
訓
に
て
巻
（
戸
5
プ
〃
、
と
號
音
ゑ
，
伐
耀
「
弗
」
共
に
音
に
て
翌
（
辱
）

　
　
ボ
ル
と
漿
嘉
す
。
百
濟
の
地
、
方
に
は
玉
里
早
司
（
勺
［
飼
－
鳳
℃
づ
午
欺
）
の
羅
宇

　
　
な
用
ゆ
ろ
も
の
多
し
G
碕
ほ
上
代
に
は
臨
急
副
測
（
鯨
出
）
と
書
け
る
あ

　
　
リ
。
是
れ
皆
「
火
」
の
語
若
く
ば
共
詳
審
に
し
て
「
火
」
の
語
と
邑
簿
若
く

　
　
ば
國
と
い
ふ
語
と
は
同
一
な
り
、
恐
く
ば
各
色
蕗
毎
に
聖
火
な
虜
越
し

鱗
三
號

二
　
　
（
ミ
五
六
】

事
あ
り
し
に
認
る
か
。
伐
弗
字
ん
唱
借
り
て
火
の
義
よ
り
即
き
て
光
の
義

な
表
は
ぜ
ろ
ほ
「
弗
二
四
」
の
義
「
光
明
警
世
」
に
し
て
更
に
漢
字
輝
ム
k

赫
居
世
と
し
王
氏
高
麗
の
第
四
王
昭
な
賀
稽
亡
て
伐
昭
大
王
と
害
け
る

に
て
知
る
べ
し
。
高
唱
麗
の
地
名
に
慧
忽
の
字
な
附
ぜ
る
も
の
多
し
忽

の
現
代
音
は
三
白
踏
戸
ご
、
）
な
れ
ど
古
音
は
「
コ
ル
」
に
し
二
字
し
代
用
ぜ
る

詳
の
字
の
訓
「
コ
ホ
リ
」
と
岡
ご
G
其
い
つ
“
も
シ
弱
行
の
音
に
絡
る
こ

と
ほ
「
カ
ラ
」
の
「
ラ
」
の
語
熱
研
究
す
る
に
翫
り
て
注
意
す
べ
き
こ
と
な

る
べ
し
Q
「
カ
づ
」
の
「
カ
し
は
「
カ
ン
」
の
つ
穿
ま
り
し
に
て
干
ま
ぬ
に
旱

の
字
心
用
ひ
て
音
な
表
は
し
晧
に
「
翰
」
或
、
μ
「
椰
」
の
宇
を
用
ひ
其
音
翫

り
て
藥
或
は
没
の
字
音
な
以
て
表
に
ぜ
ろ
こ
と
あ
り
。
「
カ
ン
」
は
邦
譜

の
「
カ
ミ
」
に
同
ご
く
「
繭
」
「
上
」
「
酋
長
事
大
偏
の
義
な
り
。
上
代
の
朝
鮮

語
に
「
阜
岐
」
の
丈
字
劃
用
ひ
て
呉
音
奉
裏
一
踊
る
こ
と
あ
り
。
新
牙
白
π

は
來
雅
に
「
カ
ミ
」
と
云
ふ
語
韓
じ
て
ク
一
、
・
」
も
い
ひ
け
り
、
と
て
古
事

甜乱

坙
{
書
側
祀
の
融
…
名
巾
に
繭
…
ξ
書
く
べ
・
意
を
能
…
と
融
ほ
り
る
鋼
を
麟
げ
ぬ

り
。
”
此
事
朝
鮮
に
て
も
門
同
一
し
姦
」
が
如
し
。
＋
口
地
名
よ
り
し
て
弧
醐
謹
す
べ

き
資
あ
れ
ど
本
論
丈
の
範
幽
に
あ
ら
ざ
れ
ば
之
ん
、
略
す
べ
し
。
「
憩
」
の

字
朝
鮮
に
て
に
音
に
て
剋
曾
冒
）
と
よ
み
淋
の
朝
鮮
語
は
跣
に
失
は
れ

し
と
恕
ひ
居
り
し
に
崔
階
慈
氏
の
単
寧
典
に
に
淋
の
字
に
刀
口
（
ズ
α
．
6

と
訓
ぜ
リ
。
熊
は
エ
ロ
（
潟
二
葺
）
な
り
古
語
は
「
固
轟
」
の
字
音
に
近
シ
り

し
が
如
し
、
し
「
大
」
の
宵
語
は
「
固
麻
し
り
假
字
に
て
表
し
得
た
う
が
嬬
し

但
し
大
の
弱
鮮
帳
代
語
は
ヨ
》
一
睡
ε
）
ク
ン
な
り
G
大
な
ろ
溝
ん
・
固
蘇



O

　
　
秦
利
と
命
名
し
熊
津
と
書
U
リ
。
津
に
夢
心
語
に
て
も
水
渡
慮
の
意
薩

　
　
の
と
き
に
．
k
量
τ
引
導
と
い
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

　
　
如
上
の
例
に
て
推
定
す
う
に
「
カ
ラ
」
は
「
紳
の
重
し
も
し
く
ば
「
大
國
」
の

　
　
義
な
り
。
思
う
に
「
牌
越
し
の
義
な
ろ
べ
し
。
丁
箸
舖
亜
邦
、
彊
城
拶
に
曰

　
　
く
韓
者
大
也
、
方
言
盆
大
訊
4
3
謂
之
韓
、
奴
謂
其
主
臼
歌
物
、
猫
中
園
之

　
　
嘗
大
人
也
、
量
水
以
北
捉
於
申
國
、
丈
明
差
早
、
量
水
以
南
盆
復
葉
遠
、

　
　
共
推
奨
會
豪
、
謂
之
欝
韓
，
既
韓
之
研
以
得
名
也
～
。
那
珂
博
士
嬢
外

　
　
交
繹
奥
三
韓
考
に
「
サ
テ
韓
ト
云
フ
名
ノ
趨
り
臥
其
ノ
三
二
数
多
，
’
酋

　
　
長
ア
リ
テ
干
三
叉
ハ
干
ト
云
b
タ
〃
ガ
故
に
干
ρ
．
ノ
國
ト
呼
ビ
タ
ル
ナ

　
　
サ
」
と
読
か
れ
罷
り
。

　
日
本
に
て
は
朝
鮮
孚
島
の
上
露
即
も
韓
種
族
の
住
地
を

「
カ
ラ
」
ぞ
熱
構
せ
し
が
後
代
に
至
り
て
は
此
群
呼
の
地
方
の

去
勢
籏
ま
り
て
朝
鮮
と
地
虫
き
の
支
那
を
も
熟
む
に
至
り

次
で
牢
島
に
新
羅
高
麗
朝
鮮
等
統
一
せ
る
國
家
起
る
に
及

び
孚
島
を
呼
ぶ
に
は
此
政
治
的
爾
呼
を
以
て
し
「
カ
ラ
」
の

稽
は
圭
と
し
て
支
那
に
用
ら
る
メ
に
至
れ
り
Q
　
　
　
．

　
　
上
代
に
韓
を
カ
ラ
と
云
へ
う
に
塗
し
漢
な
ア
ヤ
と
云
ひ
漢
人
奄
ア
ヤ
人

　
　
と
構
ぜ
り
。
菊
井
白
石
東
雅
に
漢
讃
で
ア
ヤ
と
い
ふ
は
當
時
三
韓
の
方

　
　
言
な
り
き
訊
け
り
。
魏
志
に
辰
韓
の
人
は
舞
漠
人
を
名
け
て
阿
窺
と
欝

　
　
す
東
方
の
入
我
な
名
σ
て
阿
と
な
す
樂
浪
の
人
本
と
婁
の
痩
蝕
の
人
な

　
　
　
第
四
巻
　
研
究
　
加
羅
鵬
域
考
（
よ
）

　
　
る
を
謂
ふ
な
り
と
記
¢
り
。
是
れ
假
掌
六
5
韻
字
な
献
…
く
に
字
義
な
以

　
　
て
ゼ
る
説
に
し
て
恐
く
ば
葬
な
り
。
「
ア
ヤ
」
に
「
夏
毛
」
と
同
類
語
に
し

　
　
で
、
鶉
鮮
語
「
ヤ
」
は
「
り
」
と
粗
轄
ず
る
な
以
て
「
ア
ヤ
」
ほ
「
ア
リ
」
に
岡
こ

　
　
か
ろ
べ
く
「
ア
リ
」
は
「
大
」
の
義
な
り
。
廣
開
土
王
陵
碑
に
百
濟
な
百
磯

　
　
と
書
け
リ
。
濟
幾
膏
近
倣
ぜ
し
な
リ
。
隣
淺
の
語
薪
維
に
て
は
其
幽
官

　
　
位
集
六
等
に
常
る
阿
喰
（
或
四
阿
尺
干
或
云
醗
藥
）
と
な
り
、
H
本
に
て

　
　
は
朝
臣
（
ア
ソ
ン
）
と
な
れ
リ
。

　
朝
鮮
孚
島
に
於
て
は
第
三
二
期
の
頃
よ
り
辰
韓
の
一
國

・
た
り
し
斯
鷹
即
ち
新
羅
次
鎗
に
強
大
と
な
り
叉
馬
韓
の
方

面
に
あ
り
て
は
是
よ
り
少
し
く
先
に
扶
歯
種
の
一
部
大
陸

よ
b
南
下
し
樂
浪
払
方
の
地
を
奔
過
し
て
馬
韓
の
北
邊
に

入
b
其
の
伯
濟
國
の
地
を
占
め
研
謂
百
濟
國
を
建
て
帯
方

の
衰
弱
…
せ
る
に
桑
じ
て
謄
躍
の
南
な
る
漢
山
即
ち
今
の
廣

州
に
莫
出
し
馬
韓
諸
費
を
漸
次
併
呑
せ
り
。
新
羅
ま
た
辰

韓
の
諸
君
を
増
せ
定
る
を
以
て
古
参
の
「
カ
ラ
」
種
の
國
は

東
に
於
て
は
新
羅
．
こ
な
b
西
に
予
て
百
弊
こ
な
り
「
カ
ラ
」

を
以
て
呼
ば
る
曳
範
國
ば
減
少
せ
し
が
残
存
せ
る
カ
ラ
種

・
の
古
國
は
結
束
を
早
う
し
常
時
臼
本
島
統
一
の
事
業
酪
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
三
　
（
三
五
七
）



　
　
　
第
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
謝
羅
鶉
域
書
（
上
）

成
せ
し
日
本
朝
廷
の
保
護
の
下
に
其
國
即
ち
カ
ラ
の
國
を

維
持
せ
し
も
の
㌦
如
し
○
而
し
て
其
の
残
存
せ
し
カ
ラ
の

國
は
重
に
弁
辰
減
甲
の
諸
國
な
り
し
な
り
」
残
存
せ
し
カ

　
　
　
　
　
　
ィ
フ
な

う
の
國
ざ
ロ
本
朝
廷
と
ω
交
通
は
一
儲
頻
煩
こ
な
り
し
が

写
本
に
て
「
カ
ラ
」
こ
い
へ
ば
從
摩
の
如
く
新
羅
の
地
も
百

濟
の
地
を
も
含
み
て
除
h
，
に
漠
然
と
し
て
難
な
く
残
存
せ

る
カ
ラ
諸
國
の
地
の
み
の
鵬
呼
こ
せ
ん
に
は
混
単
三
か
り

し
を
以
ぐ
、
此
痩
存
せ
る
カ
ラ
諾
國
の
地
を
何
時
と
な
し
に

任
那
と
託
す
る
に
至
れ
る
7
2
。
る
べ
し
新
羅
八
は
此
痩
骨
せ

る
諸
國
を
総
総
し
て
カ
ラ
若
く
ば
カ
ヤ
ご
塾
し
日
本
人
は

任
那
と
繕
せ
り
。
是
れ
彼
の
加
羅
と
我
が
任
那
ε
同
一
の

地
を
指
す
所
以
な
り
・
然
る
に
後
に
考
讃
す
る
が
如
く
任

那
は
木
ご
加
羅
の
一
國
た
る
金
官
選
羅
の
難
平
な
り
し
が

既
地
は
臼
本
と
宇
島
こ
の
堀
池
り
門
β
に
當
り
し
と
掌
電

灯
螢
の
府
が
早
き
時
代
に
置
㌍
れ
し
こ
ざ
の
故
を
以
て
目

本
人
は
「
カ
ラ
」
の
総
呼
を
大
陸
に
ま
で
及
ぼ
し
吏
に
鷹
の

語
を
遠
西
に
ま
で
及
ぼ
せ
し
と
同
一
の
心
理
納
作
用
に
よ

蟷
ミ
號

四
　
（
三
五
八
忌

ら
て
任
那
の
語
を
残
存
ぜ
る
カ
ラ
諸
労
り
地
全
禮
の
欝
呼

ご
爲
す
に
至
り
し
も
の
㍉
如
し
Q
左
れ
ば
國
兜
に
任
那
と

書
け
る
も
の
は
時
に
は
特
殊
の
任
那
を
指
し
時
に
は
ヵ
ラ

諸
島
の
管
掌
に
用
ひ
時
に
は
孚
島
瞥
見
の
申
心
地
だ
り
し

地
方
を
指
す
を
以
て
混
雑
甚
だ
し
。
而
し
て
獲
存
せ
る
都

羅
諸
國
の
大
多
数
ば
類
似
の
風
俗
共
同
の
神
話
を
有
し
薄

溺
な
が
ら
も
諸
國
間
に
結
束
を
有
し
其
諸
國
の
王
の
強
大

な
る
も
の
は
霞
”
ゐ
。
コ
自
在
を
以
て
禽
任
し
圃
を
大
沸

羅
（
者
一
ば
大
隠
耶
）
と
総
し
其
大
加
羅
ご
忽
せ
し
も
の
蝿

二
に
止
ま
ら
ざ
b
し
を
以
て
日
本
國
史
の
紀
事
に
も
更
に

混
誰
を
憲
り
。
朝
鮮
に
於
て
は
金
権
に
在
り
し
加
羅

國
も
大
加
羅
の
名
を
以
て
傳
は
り
剛
域
に
在
う
し
加
羅
國

も
大
愚
耶
の
名
を
以
て
傳
は
り
大
カ
ラ
ご
辮
せ
し
も
の
二
．

國
め
り
し
を
以
て
後
世
の
史
家
を
憂
ぐ
迷
霧
の
裡
に
導
く

に
至
れ
り
。
但
し
掬
羅
國
の
藷
4
3
ら
し
地
方
の
多
く
に
は
赫

羅
王
朝
末
若
く
ば
高
麗
王
朝
前
期
に
至
れ
ば
．
其
國
の
存

せ
し
編
め
参
し
事
の
み
響
は
り
赫
殊
の
國
名
を
失
せ
し
も



の
少
な
か
ら
ざ
る
也
ゆ
擁
羅
任
那
の
研
究
は
属
じ
く
大
菰
　
　
　
ペ
シ
Q

二
大
高
士
或
は
軍
に
加
羅
加
耶
と
聡
す
る
も
の
を
別
ち
て
　
と
説
か
れ
亘
り
。
思
ふ
に
古
代
朝
鮮
に
於
て
「
昌
」
昔
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

之
を
明
に
し
任
那
の
語
が
廣
義
に
使
用
さ
れ
だ
る
場
合
と
「
ミ
」
音
と
ば
相
擁
ぜ
し
な
る
べ
し
、
冒
顯
著
た
ぴ
る
一
例
を
翠

狼
義
に
使
用
さ
れ
た
る
場
合
を
明
に
す
る
を
以
て
第
一
と
ぐ
れ
ば
日
本
書
紀
前
功
紀
に
新
羅
王
波
沙
流
錦
あ
り
Q
新

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
の
末
に
崔
致
遠
が
撰
み
し
智
謹
大
師
塔
碑
に
遍
頭
居
殊

　
乱
那
羅
を
任
那
と
棚
燃
し
任
那
を
「
ミ
マ
ナ
」
と
離
讃
む
所
…
以
は
　
錦
之
．
尊
の
職
階
め
う
O
媒
錦
が
新
羅
の
王
脇
伽
尼
撫
斬
・
を
別
掌
・

早
（
よ
り
日
本
阿
仁
は
不
明
亡
な
り
し
も
の
、
如
し
、
書
　
を
以
て
表
は
せ
し
も
の
な
る
こ
と
は
胸
良
な
り
○
課
字
の

紀
に
は
御
行
城
天
皇
の
御
名
を
負
り
て
共
國
名
と
せ
b
ご
　
朝
鮮
現
代
・
菅
は
戯
、
ヨ
凶
に
し
て
新
撰
立
涌
に
も
媒
巳
至
反
ご

解
す
る
に
至
れ
り
○
俘
信
友
翁
は
中
外
経
緯
傳
に
之
を
説
　
あ
う
窯
錦
の
「
ミ
キ
ン
」
な
る
こ
ご
知
る
べ
し
書
紀
に
ム
キ

恕
し
て
曰
く
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
唱
　
　
　
　
，
　
　
　
ン
を
護
ま
せ
し
は
昔
便
な
り
Q
尼
師
今
「
昌
シ
キ
ン
」
の
シ

　
　
重
字
ハ
「
シ
ン
」
叉
つ
…
ン
」
昔
ナ
声
ヲ
「
ニ
ン
」
ノ
「
二
」
　
音
略
せ
ら
れ
て
「
ニ
キ
ン
」
と
な
り
縛
じ
て
「
ミ
キ
ン
」
こ
な

　
　
ト
「
ミ
」
ト
通
フ
音
ナ
レ
バ
其
カ
ミ
彼
國
ノ
説
音
二
　
b
し
か
或
は
「
ミ
キ
ソ
」
よ
り
「
ニ
シ
キ
ン
」
に
遣
せ
し
か
な

　
　
「
ミ
ソ
」
ト
唱
ヘ
ナ
ラ
ヒ
タ
〆
マ
・
「
ミ
マ
」
ト
ィ
フ
ニ
　
る
べ
し
○
「
ニ
ン
ナ
」
の
「
ミ
ン
ナ
」
と
な
り
「
ミ
マ
ナ
」
ご
な

　
　
叶
ヘ
タ
任
那
ひ
書
キ
連
ネ
タ
川
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
。
ナ
　
る
は
温
む
に
足
ら
す
○

　
　
ホ
イ
ハ
バ
昔
ヨ
リ
壬
生
ヲ
「
ミ
ブ
し
ト
「
ニ
ブ
」
ト
ニ
襟
．
加
羅
の
謬
は
も
峯
島
に
於
け
ろ
韓
種
の
住
ぜ
し
全
寮
の
名
な
り
し

蠣
賑
妙
翼
妹
輝
婆
㌧
讃
冨
ス
」
野
島
購
瀬
灘
韓
灘
無
骨
鞭

　
　
　
第
四
巻
　
　
研
究
　
，
加
羅
藏
域
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ヨ
號
　
　
　
五
　
（
三
五
九
）

，



　
　
．
第
四
岱
　
研
究

煽
羅
覆
域
滲
（
土
）

　
り
し
こ
と
と
共
に
研
究
な
距
す
ろ
も
の
な
り
。
碕
粥
に
薪
加
罠
部
曲
あ

　
リ
。
恒
し
銑
翻
曲
は
漸
羅
入
が
加
羅
の
逡
五
重
牧
集
し
で
、
作
り
し
誌
癒

　
　
の
も
の
鷺
る
か
の
疑
あ
り
レ
安
東
に
加
羅
淵
院
あ
り
。
慈
仁
縣
に
田
紳

　
利
あ
り
。
暖
露
陽
縣
の
古
名
随
加
耶
郷
な
り
。
洛
束
江
に
駕
溶
り
棄
の

　
江
の
義
な
う
が
此
江
ほ
梁
由
の
酉
に
て
伽
耶
津
の
名
あ
り
。
蔚
山
に
加

　
里
田
あ
り
。
巨
濟
島
に
加
羅
山
あ
り
。
唐
島
疋
し
く
は
加
羅
島
な
り
。

　
信
州
に
加
長
峡
あ
り
。
星
州
の
伽
椰
山
に
人
の
知
る
愚
な
リ
。

　
　
　
　
二

　
朝
鮮
に
於
て
は
新
羅
高
句
麗
心
寄
と
時
を
同
う
し
て
加

羅
に
六
國
あ
「
）
し
事
を
傳
ふ

　
王
氏
高
麗
の
文
宗
王
の
大
康
年
閥
（
μ
O
畷
凱
一
μ
O
Q
◎
《
㌧
r
』
）
）

に
無
官
即
ち
今
の
金
海
の
知
房
事
茱
の
超
せ
し
ビ
い
ふ
駕

洛
國
黒
黒
錨
漬
個
無
難
平
語
に
黄
金
の
卵
六
個
鞄
旨
峰
に
降
下

し
六
卵
化
し
て
葦
子
ご
爲
b
始
め
で
現
せ
し
を
首
露
こ
な

す
ε
し
其
月
望
日
に
即
位
す
と
し

　
　
始
現
故
駅
首
露
或
云
曽
陵
鰭
蔽
鶴
鵬
國
聡
大
駕
洛
叉
総

　
　
・
伽
耶
園
即
志
ハ
伽
耶
之
　
山
也
偽
齢
五
入
各
鯵
艸
爲
一
血
伽
瑠
十
工

と
記
せ
り
。
掌
れ
ざ
も
此
書
に
は
五
伽
郷
の
名
を
誌
さ
す

第
ミ
浦

山ハ

@
　
へ
｝
二
屯
ハ
○
）

其
霊
域
を
記
し
て
。

　
　
束
寄
接
山
江
　
西
南
以
蒲
海
　
西
北
以
地
理
山

　
　
東
北
以
伽
耶
山
　
南
而
誤
記
尾

と
せ
り
。
黄
由
江
は
洛
東
江
の
下
流
に
し
て
地
理
山
は
慶

荷
南
滝
全
羅
南
蓮
の
界
に
亘
り
器
官
山
は
高
璽
の
東
北
に

慶
爾
南
北
爾
道
の
界
に
あ
り
。
暁
四
至
は
大
駕
洛
の
四
至

か
六
伽
耶
の
四
至
か
鞘
朋
瞭
を
敏
く
と
錐
六
伽
耶
の
四
至

を
表
示
す
る
も
の
曳
如
し
〇

　
三
國
遺
事
に
は
五
伽
郡
と
題
し
て

　
　
五
伽
郁

　
　
　
按
駕
洛
鑑
識
云
垂
一
髪
櫻
下
六
急
啓
五
蹄
各
邑
一

　
　
　
在
舷
薫
製
一
管
首
論
証
除
五
各
過
激
伽
椰
之
主
金

　
　
　
官
．
不
入
五
歎
空
笑
而
本
朝
史
賂
並
数
警
官
而
濫
記

　
　
　
昌
寧
誤
実

　
　
斎
蔵
作
伽
讐
戒
烹
痂
議
臓
大
開
繕
。
、
・
「

　
　
山
伽
耶
上
土
獅
小
必
需
警
固

　
　
叉
本
朝
史
略
云
掛
憩
天
編
五
年
庚
子
当
館
警
手
名



麗

　
　
一
揃
官
総
二
古
義
繍
三
豊
灘
輝
認
竺
阿

　
　
羅
星
山
㈱
潮
纏
舳
職

と
せ
り
。
此
証
事
は
頗
る
貴
重
な
る
も
の
に
し
て
加
羅
の

研
究
は
是
に
依
り
て
一
歩
を
…
進
む
る
こ
ぞ
、
を
得
る
も
の
な

り
。
本
朝
史
略
の
名
は
三
國
遺
事
の
外
に
所
見
無
し
○
高

麗
の
古
書
た
る
こ
ご
を
知
り
う
る
の
み
〇

　
三
國
史
記
本
紀
に
は
丸
善
の
記
事
約
＋
條
あ
り
○
外
て

撫
羅
の
交
字
を
以
て
せ
る
も
の
一
條
あ
り
、
Ψ
加
耶
を
以
て

新
羅
の
南
方
に
在
り
と
し
金
冠
金
方
面
を
指
す
が
如
き

場
企
多
け
れ
ど
も
高
望
方
面
の
蜘
耶
を
指
す
こ
と
み
り
。

特
に
注
意
す
べ
き
は
此
書
の
詑
事
よ
り
推
し
て
金
海
の
肺

羅
な
る
こ
ご
明
白
な
る
気
合
に
は
加
羅
と
繕
せ
す
し
て
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
ラ

官
國
と
記
せ
る
難
壁
れ
な
り
○
此
書
の
地
理
志
に
は
一
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

海
の
右
金
官
國
に
し
て
一
に
加
落
國
と
云
ひ
一
に
伽
耶
と

　
　
　
　
う
メ

底
ひ
し
事
二
成
安
の
阿
戸
良
國
に
し
て
一
に
阿
那
加
耶
と

　
　
　
　
く
ヘ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

云
ひ
し
事
三
高
霧
の
本
と
大
加
耶
國
だ
り
し
事
事
至
悪

　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

の
古
箏
加
耶
著
た
り
し
を
事
を
記
せ
り
○

　
　
　
第
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
加
羅
羅
域
馨
（
上
）

　
永
樂
二
十
三
年
の
慶
省
画
地
理
志
は
今
閲
壁
の
便
無
く

余
の
不
完
全
極
ま
る
抄
録
に
よ
る
の
外
な
き
が
此
書
に
は

高
盤
を
大
伽
耶
國
と
し
威
三
国
高
麗
の
威
寧
を
古
寧
伽
耶

國
こ
し
金
海
を
大
伽
羅
國
と
せ
う
。
他
は
余
の
抄
録
本
に

よ
b
て
は
明
な
ら
す
○
他
日
の
綾
訂
を
期
す
。
盤
宗
王
實

録
地
理
志
高
麗
吏
地
理
志
は
前
記
慶
術
滋
地
理
誌
の
四
伽

耶
の
外
に
固
城
を
小
伽
耶
こ
せ
り
。

　
ふ
ハ
伽
耶
の
庭
在
地
を
説
く
耳
茸
來
輿
地
藁
囲
の
記
事
に

よ
れ
り
・
此
書
は
金
海
を
以
て
第
一
部
郷
こ
し
五
罪
耶
に

就
き
て
は
捻
子
～

　
　
　
　
く
ノ
ま

　
　
高
書
爲
大
甘
耶
　
固
萎
黄
小
伽
耶
　
星
州
爲
碧
珍
伽

　
　
耶
威
凌
駕
阿
那
謹
選
成
昌
宮
古
蹴
プ
鱗
茎

と
記
せ
り
。
其
一
州
牧
の
條
に
三
風
遺
事
以
星
山
伽
耶
爲

六
三
耶
之
一
坐
新
羅
取
之
零
本
箱
書
・
、
記
せ
り
。
尊
覧
り

六
下
耶
説
は
實
に
三
國
鬼
事
の
所
説
を
採
用
せ
し
も
の
な

り
。
照
覧
は
伽
六
耶
の
位
糧
に
就
て
は
三
國
遺
事
の
所
説
．

を
採
り
其
彊
域
に
就
て
は
駕
洛
…
戦
記
の
説
を
探
れ
り
○
威

昌
の
地
た
る
や
實
に
此
彊
域
の
外
に
出
つ
る
事
我
が
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ミ
號
　
　
　
　
七
　
（
ミ
六
M
）

岬



　
　
　
第
二
燈
　
　
研
　
究
　
　
加
羅
麗
域
孝
（
上
）

塁
な
る
に
心
付
か
ざ
り
し
は
遺
械
濁
り
。

　
本
朝
史
略
の
玉
煎
耶
論
は
最
も
注
意
す
る
こ
と
を
要
す

此
論
に
從
へ
ば
昌
寧
の
非
火
が
洛
東
江
卿
∬
黄
の
外
に
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
し
セ

で
星
山
加
耶
が
少
し
く
加
耶
山
外
に
出
つ
る
の
蔵
あ
る
も

駕
洛
國
記
に
記
す
る
四
至
と
大
駆
に
於
イ
、
一
致
す
。
駕
総

々
記
に
し
て
五
加
耶
の
名
を
刻
暴
せ
し
な
ら
ん
に
は
決
し

て
糖
蜜
即
ち
成
昌
の
地
を
其
一
と
は
な
さ
v
り
し
な
る
べ

し
G

　
本
朝
史
略
の
記
事
は
五
加
耶
の
位
遣
に
就
き
て
は
異
説

あ
乃
事
を
示
す
ご
同
時
に
爾
ほ
重
大
な
る
事
を
明
に
せ
り

即
ち
三
國
遺
事
の
詮
は
金
官
伽
耶
を
第
一
伽
耶
と
し
是
に

他
の
五
伽
耶
を
配
す
る
説
に
し
て
本
朝
史
略
説
は
高
歌
耶

伽
を
五
伽
耶
の
外
に
縫
き
て
之
を
笛
一
伽
耶
ざ
し
是
に
金

官
以
下
の
五
伽
耶
を
配
す
べ
き
説
な
る
事
な
り
○

　
非
火
な
昌
蜜
と
ぜ
ろ
な
恐
高
難
曲
設
と
記
ぜ
る
ほ
三
鼎
即
事
の
撰
者
な
り

　
思
う
に
六
伽
飼
主
は
伽
耶
の
諸
廟
議
重
要
な
る
も
の
六

國
め
り
し
と
の
激
甚
に
よ
り
て
之
を
伽
耶
國
の
古
嘘
ご
傳

　
　
　
　
　
　
　
　
’
露
ミ
號
　
　
　
　
　
　
八
　
　
（
一
二
山
ハ
ニ
）

へ
ら
る
、
諸
地
方
に
配
食
を
試
み
其
隠
る
も
の
は
所
傳
あ

り
て
之
を
誤
る
こ
ご
な
か
り
し
も
共
所
傳
な
き
も
の
は
其

配
當
に
異
説
を
生
ぜ
し
も
の
な
る
べ
し
。
而
し
て
伽
耶
の

諸
國
は
決
し
て
六
甲
に
止
ま
ら
す
9
余
を
し
て
云
は
し
む

れ
ば
金
海
も
古
同
船
騰
も
成
安
一
威
盆
℃
戚
凹
押
星
由
加
利
田
口
寧
題
酒
珍

星
州
等
皆
伽
耶
の
國
あ
り
し
事
を
得
へ
居
り
し
も
の
元
る

へ
し
。
珍
重
の
彊
域
が
新
羅
の
腎
張
に
從
て
縮
少
せ
し
こ

と
論
な
し
○
駕
洛
國
記
に
記
す
る
彊
域
叉
H
本
書
紀
崇
紳

紀
に
任
那
者
去
筑
紫
國
三
千
蝕
巽
北
阻
海
以
在
難
林
之
西

南
と
せ
る
彊
域
は
信
越
が
縮
少
せ
し
時
代
の
卓
筆
に
し
て

其
大
膿
を
示
す
も
の
に
す
ぎ
ざ
る
也
り

　
加
羅
即
任
那
諸
國
が
僅
に
止
ま
ら
す
し
て
術
ほ
数
多
あ

り
し
こ
ご
は
口
本
書
紀
に
よ
る
も
明
な
り
。
欽
明
紀
二
十

三
年
任
那
日
本
府
滅
亡
の
條
の
註
に

　
．
絡
言
任
那
別
言
加
羅
安
愚
亭
斯
二
岐
零
墨
羅
國
卒
蹴

　
　
叢
叢
嵯
國
子
他
國
散
宇
瓢
飲
乞
准
國
稔
禮
．
國
合
＋
國

と
あ
れ
ざ
是
れ
或
る
時
代
の
任
那
の
主
要
な
る
國
な
り
し
・



　
か
或
は
誘
導
が
知
れ
る
限
り
の
國
な
り
し
か
な
る
べ
し
前

　
後
を
池
ず
れ
ば
書
紀
に
爾
ほ
多
く
の
國
名
地
名
見
ゆ
即
ち

　
ω
意
密
加
羅
②
加
羅
㈲
南
加
羅
陶
任
那
㈲
兵
事
㈲
古
墜
①

　
子
多
㈹
已
呑
墨
壷
准
1
0
稔
禮
1
1
散
牢
璽
1
2
斯
二
選
1
3
卒
麻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
し

　
ヘ
ノ
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
ヘ
ノ
　
　
　
ロ
ノ
　
　
ラ

　
一
4
多
羅
1
5
移
剛
1
6
作
鞍
1
7
比
自
捻
1
8
已
波
1
9
喩
2
0
卓
淳
等

　
是
な
り
。
而
し
て
此
等
の
名
灘
の
中
に
は
異
名
に
し
て
同

　
國
の
も
の
も
あ
る
ペ
ー
亦
地
理
的
紐
呼
に
し
て
國
名
に
あ

　
ら
ざ
る
も
の
も
あ
る
べ
し
。

　
　
既
に
述
べ
し
が
如
く
加
羅
諸
國
の
中
業
強
盛
な
る
も
の

　
は
全
加
羅
の
盟
主
と
な
り
或
は
盟
主
を
以
て
仕
じ
其
國
を

　
大
摩
羅
國
若
く
ば
軍
に
加
耶
と
総
せ
し
を
以
て
甲
の
加
羅

・
國
と
乙
の
加
羅
國
と
を
混
綱
せ
る
を
史
宮
は
諸
種
の
史
料

　
よ
り
其
用
語
を
精
査
す
る
こ
と
な
く
直
に
牧
録
せ
し
を
以

　
て
國
史
に
も
韓
史
に
も
同
一
名
を
以
て
別
巽
、
の
國
の
事
を

　
記
す
る
に
至
り
し
も
の
曳
如
し
○
極
官
に
あ
り
し
加
羅
も

　
高
月
に
あ
り
し
加
羅
も
共
に
大
加
羅
或
は
加
耶
と
爾
せ
し

　
こ
ご
既
に
之
を
述
べ
セ
リ
。
阿
羅
、
古
寧
、
古
薗
の
國
名

　
　
　
　
第
四
巻
　
研
究
　
加
羅
彊
域
考
（
上
）

亦
「
大
」
の
義
な
る
が
如
し
後
章
に
説
明
す
べ
し
。

　
　
　
　
隅
島

　
本
章
に
於
て
は
金
聾
加
羅
の
事
蹟
任
那
の
本
地
な
る
事

高
峰
．
加
耶
の
事
、
）
金
打
蝶
蝿
而
蜘
郷
を
別
つ
べ
き
專
を
論

せ
ん
こ
す
○

　
①
金
官
加
羅

　
国
史
崇
淋
紀
の
意
富
沸
羅
は
此
の
金
官
加
羅
な
る
べ
し

今
の
金
海
の
地
に
し
て
早
く
よ
b
金
官
と
聡
す
る
別
名
あ

り
○
新
羅
末
の
頃
よ
6
播
州
こ
も
稻
せ
り
喉
礫
謡
曲
洛
東
江

の
江
ロ
の
西
に
写
り
高
麗
の
中
頃
ま
で
縫
本
変
W
遇
の
最
要

地
な
り
き
此
國
は
漢
蜘
土
掘
に
七
浦
韓
ご
し
て
．
知
ら
れ
魏
志

弁
辰
十
二
國
の
一
に
畢
げ
ら
る
狗
飼
加
耶
の
設
れ
る
へ
’
6
り

　
金
官
の
金
は
金
の
覗
代
語
到
o
a
o
離
即
ち
蕪
議
ぬ
は
沙
の
字
音
に
画
く
閣

　
み
し
な
ら
む
か
。
官
は
加
羅
の
羅
尋
略
し
て
加
の
音
な
と
り
し
も
の
な

　
ら
む
。
或
ぼ
金
た
ユ
ロ
多
毒
と
訓
み
て
本
と
「
大
」
の
義
な
ー
ー
し
か
。
い
つ

　
れ
に
し
て
も
亜
上
碗
加
羅
の
義
あ
り
。
勝
魔
に
金
寧
の
剥
號
あ
り
と
ぜ

　
リ
。
蜜
は
羅
に
糊
す
。

此
早
大
沸
羅
或
は
軍
に
却
羅
こ
も
総
せ
し
外
に
南
加
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
叩
「
二
號
　
　
　
　
　
九
　
　
（
三
轟
ハ
ミ
）



　
　
　
第
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
諏
羅
彊
域
蓼
（
上
）

ε
も
呼
ば
れ
た
ら
○
任
那
は
此
面
の
二
言
の
論
罪
な
り
。

今
之
を
論
謹
せ
ん
と
す
。
後
難
の
龍
宮
四
年
（
・
。
ゆ
湛
〉
・
U
）

新
羅
蒲
王
撰
眞
鏡
大
師
塔
轟
鵜
鞍
置
の
序
に

　
　
大
師
諒
審
希
俗
姓
新
金
氏
其
先
任
那
王
族
草
抜
藤
枝

　
　
痛
苦
郷
兵
投
於
我
國
遽
組
興
大
王
云
主

の
語
あ
り
。
興
武
大
王
は
金
扇
信
の
誼
号
に
し
て
庚
信
は

新
羅
に
降
り
し
士
官
國
王
仇
衝
の
曾
孫
な
う
○
新
金
氏
と

い
ふ
は
新
羅
の
王
家
金
言
と
輝
反
し
“
て
い
ふ
な
り
。
金
官

を
任
那
と
い
ふ
事
以
て
讃
す
撫
し
。
但
し
此
碑
文
の
海
東

金
石
苑
に
牧
賦
す
る
も
の
任
那
を
誤
て
佳
那
に
作
れ
り
り

］
原
碑
及
原
拓
本
に
よ
り
て
調
査
ず
る
に
任
字
の
上
に
原
石

に
少
損
あ
る
よ
b
金
石
苑
の
編
者
簸
て
住
字
こ
せ
し
も
の

な
り
。
廣
開
土
筆
陵
碑
記
に
任
那
加
羅
あ
り
安
羅
あ
6
記

し
て

　
　
追
至
任
那
加
羅
蘭
留
城
叢
叢
鰭
轟
轟
羅
入
戌
抜
新
羅

　
　
城
髭
誠

ぎ
あ
り
）
安
羅
は
加
羅
諸
國
の
一
に
し
て
竪
子
の
任
那
の

第
三
號

一
〇
　
　
（
三
ゐ
ハ
m
悶
）

一
華
な
り
。
こ
れ
に
よ
る
も
安
羅
と
任
那
加
羅
即
ち
加
羅

の
薗
た
る
任
那
纏
の
蔭
宮
盛
に
し
て
此
の
場
合

に
於
て
任
那
は
加
羅
諸
國
を
包
含
す
る
繕
呼
に
あ
ら
ざ
る

な
り
。
海
燕
東
夷
傳
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
新
羅
途
致
強
盛
因
襲
加
羅
任
那
諸
國
滅
之

と
あ
る
は
加
羅
諸
國
中
任
那
の
名
詩
に
高
か
り
し
か
ば
加

羅
と
任
那
ざ
を
刷
ち
て
書
く
に
至
り
し
も
の
に
し
て
任
那

の
名
は
全
加
羅
を
包
容
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
べ

し
，
叉
着
信
二
言
傳
に

　
　
元
嘉
二
年
林
魏
鱗
澱
艀
筋
嫉
碗
嘉
護
又
遣
司
馬
曹
達
奉
表

　
　
献
方
物
過
言
弟
珍
立
言
使
貢
献
魯
繕
使
待
飾
都
督
倭

　
　
百
濟
新
羅
任
那
秦
韓
真
韓
六
國
諸
軍
事
安
東
大
將
軍

　
　
馬
市
王
中
略
二
十
年
倭
國
王
濟
遣
梗
奉
献
復
以
鴬
安

　
　
東
將
軍
倭
國
王
二
十
八
年
加
使
持
肺
都
督
倭
痘
羅
任

　
　
那
加
羅
秦
韓
慕
韓
六
國
諮
軍
事
安
東
将
軍
動
故
中
略

　
　
武
立
自
総
使
持
節
都
督
三
百
濟
新
羅
任
那
加
羅
奉
韓

　
　
莫
韓
あ
國
諸
軍
事
安
東
大
御
軍
倭
学
王
毒
言
昇
三
二

砂



　
　
悩
乱
使
上
表
日
中
路
詔
除
毒
使
侍
蔀
都
督
倭
新
羅
任

　
　
那
加
羅
薬
韓
莫
属
籍
國
諸
軍
事
安
東
大
婚
軍
倭
王

ε
あ
り
。
之
に
よ
れ
ば
珍
蔵
の
自
警
せ
ら
れ
し
ご
い
ふ
諸

軍
事
た
る
六
錠
中
の
任
那
は
國
史
に
常
に
用
ゆ
る
廣
義
の

任
那
に
し
て
加
羅
全
髄
を
指
す
も
の
あ
り
○
然
る
に
二
十

八
年
文
意
が
認
め
し
六
畜
諸
軍
事
の
六
提
議
に
は
百
濟
を

去
・
て
加
羅
を
加
へ
た
り
翻
意
善
管
綴
蟹
課
襲

軍
事
た
ろ
こ
と
な
認
む
る
能
は
ざ
り
し
事
之
が
下
め
に
加
羅
葎
加
え
て
閾
数

丈
け
去
五
一
に
ぜ
し
も
の
鳶
．
る
事
之
に
封
し
て
三
王
武
は
更
に
百
濟
な
も
加
羅

歎
醐
舗
餐
螺
懸
熟
羅
蕪
響
晒
臓
ノ
任
那
の
必

ず
し
も
加
羅
を
含
ま
ざ
る
も
の
な
る
こ
と
の
一
風
謹
ご
す

べ
し
・
，
但
し
莫
讃
と
し
て
力
点
L
弱
し
。

　
三
國
史
記
申
に
任
那
と
い
ふ
文
字
唯
一
膀
あ
り
Q
帥
ち

強
首
の
藩
中
に
強
首
中
原
京
沙
梁
人
言
こ
し
記
事
中
に
強

面
が
新
羅
太
宗
武
烈
王
に
答
へ
し
語
を
心
し
距
心
任
那
加

良
人
也
と
・
4
3
る
も
の
是
な
り
Q
説
者
或
は
之
を
以
て
任
那

加
給
を
新
羅
申
原
京
な
り
と
し
新
羅
の
中
原
京
は
今
の
忠

州
な
る
を
以
て
任
那
加
良
を
忠
州
こ
し
任
那
の
範
下
面
州

　
　
　
第
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
加
羅
籔
域
考
（
上
）

に
及
び
し
と
す
る
も
の
あ
紬
こ
も
是
蔦
不
可
な
ら
Q
三
國

史
記
地
理
志
に
は
「
中
原
懸
盤
尚
麗
國
原
城
新
維
φ
之
筑
ハ

興
王
置
小
鳴
文
武
王
時
築
城
周
二
ま
五
百
九
＋
二
歩
景
徳

王
改
爲
中
原
京
今
忠
州
と
め
り
本
紀
眞
興
王
十
八
年
の
條

に
以
國
原
爲
小
京
と
し
翌
十
九
年
の
條
に
徒
貴
戚
子
弟
及

六
部
豪
民
以
實
國
原
と
あ
り
o
國
原
小
京
が
中
原
京
と
改

め
ら
れ
し
は
景
徳
王
∴
⊥
ハ
年
な
る
を
以
で
太
宗
王
代
の
忠

州
に
中
原
京
り
名
な
し
Q
沙
梁
部
は
新
羅
の
王
畿
六
部
の

一
な
り
o
國
原
京
に
ふ
ハ
部
の
民
を
移
せ
る
事
前
記
の
勲
き

を
以
て
此
小
京
に
も
六
部
の
名
無
し
ご
は
働
定
し
難
け
れ

ど
も
地
方
の
小
京
に
ま
で
國
都
と
属
名
の
六
部
あ
り
し
や

は
疑
ふ
べ
し
Q
尤
も
栽
羅
の
部
と
い
ふ
も
の
ビ
其
人
ε
の

關
係
は
頗
る
復
離
せ
る
も
の
に
し
て
簡
箪
に
解
し
難
き
も

の
玉
動
き
も
研
究
の
現
今
の
科
度
に
於
て
は
國
原
小
京
の

入
に
し
で
、
沙
梁
部
の
人
な
り
ご
構
す
る
こ
と
亘
4
3
る
ま
じ

き
や
に
思
は
る
○
強
首
傳
の
中
原
京
は
新
羅
國
都
に
し
て

中
原
京
沙
梁
部
は
張
善
の
在
籍
地
た
び
る
べ
く
任
那
加
良
は

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
嚇
　
ハ
三
六
五
）



　
　
　
策
四
谷
　
　
研
究
　
加
羅
戴
域
滲
（
占

其
本
地
師
ち
家
の
出
で
し
地
な
る
べ
し
、
豊
本
任
那
加
潮

入
の
語
巾
の
本
の
語
に
注
意
マ
ペ
し
。
中
原
京
虹
梁
部
ご

任
那
加
良
ご
は
中
立
京
が
何
地
な
る
に
も
せ
よ
鴉
地
な
る

べ
し
。

金
壷
加
耶
は
高
盛
に
在
下
し
加
年
と
南
北
相
賦
し
て
有

名
な
り
し
を
以
て
之
に
甥
し
て
南
加
羅
と
も
総
せ
り
Q
三

國
烏
金
庚
滅
亡
に
「
南
加
耶
始
艦
投
首
輿
新
羅
同
姓
也
」
と

記
せ
る
．
は
金
壷
加
西
を
南
加
耶
ご
直
す
る
の
謬
な
り
。
，
書

紀
欽
脇
紀
二
年
の
條
に
聴
す
る
吾
薬
王
聖
明
の
語
中
に
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
リ
に
シ
カ
ラ

國
の
積
害
し
て
滅
び
し
事
を
其
南
加
羅
叢
爾
狡
少
不
能
卒

夜
伽
あ
願
所
託
由
旦
告
兄
山
し
と
い
へ
も
Q
馨
れ
ご
も
日
本
書
紀

に
は
南
加
羅
の
欝
呼
を
時
に
は
加
羅
地
方
の
南
方
の
義
に

用
み
し
こ
と
あ
り
G
特
に
南
韓
と
記
せ
る
も
の
は
國
名
に

あ
ら
す
し
て
徐
航
山
窟
南
沿
海
の
抑
羅
地
方
を
指
す
も
の

と
す
。
書
紀
憩
功
皇
后
四
十
九
年
に
李
燃
せ
り
と
傳
ふ
る

七
夜
中
の
南
加
羅
は
此
器
官
加
羅
の
國
な
る
べ
し
u

　
金
壷
加
羅
は
竃
馬
調
記
あ
る
を
以
て
能
ぐ
開
國
の
細
説

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
唱
號
　
　
　
　
　
一
一
一
　
〇
二
山
ハ
山
ハ
）

を
遺
存
せ
り
Q
典
始
㍊
王
を
首
帝
王
ご
傳
ふ
Q
其
國
の
位

置
よ
り
す
る
も
最
も
早
く
よ
り
U
本
に
服
卑
し
其
國
を
維

持
せ
し
が
畿
躰
天
皇
の
時
日
本
の
勢
力
漸
く
減
退
し
漸
羅

の
勢
力
H
に
熾
ん
な
る
の
重
大
時
期
に
當
り
大
律
大
連
金

村
の
失
政
に
よ
り
て
上
移
捌
下
唇
刷
沙
陀
牟
婁
の
四
地

灘
契
議
を
百
工
に
輿
へ
し
か
ば
高
石
の
大
曲
耶
H
本

に
離
叛
し
叉
巳
波
地
の
地
を
百
石
に
輿
へ
し
か
ば
件
殿
國

日
本
に
離
叛
し
宇
晶
に
於
け
る
H
本
の
勢
力
失
墜
し
て
金

官
加
耶
は
強
大
た
．
る
新
羅
の
腰
迫
に
堪
ふ
る
轟
能
は
す
新

羅
法
興
王
十
九
年
壬
子
（
霧
紀
鷺
躰
天
皇
二
十
五
年
辛
亥

の
翌
年
）
其
國
王
土
衝
は
新
羅
に
降
れ
り
＾
、
仇
衝
は
書
紀
の

任
那
王
巳
能
無
多
食
岐
な
る
べ
し
O
以
後
口
本
と
加
羅
内

地
こ
の
交
池
困
難
と
な
る
に
至
れ
り
。

　
此
囲
は
此
王
族
の
後
よ
り
金
離
島
の
動
き
英
雄
を
揖
せ
内

る
ご
駕
洛
贈
官
の
鋤
き
南
庭
の
存
ぜ
し
を
以
て
特
に
有
名

と
な
れ
り
、
、
若
し
右
墳
等
遺
物
よ
り
考
ゑ
れ
ば
安
羅
も
し

く
ば
高
融
業
霜
風
よ
り
も
大
7
2
伊
る
國
に
は
あ
ら
ざ
う
し
が



，

如
し
」
然
れ
ど
も
古
く
は
狗
邪
韓
の
名
を
以
て
知
ら
れ
し

も
の
な
り
。
其
末
路
は
叢
爾
狼
少
と
な
り
て
新
羅
に
降
り

し
な
り
Q
恐
し
任
那
史
を
論
せ
ん
と
写
ら
ば
洛
東
江
を
論

じ
て
此
國
事
を
説
か
ざ
る
べ
か
ら
す
と
雄
本
編
は
彊
暴
露

を
主
と
す
る
が
故
に
之
を
略
す
べ
し
。
術
ほ
此
滅
亡
後
も

任
那
の
名
存
じ
て
書
紀
に
見
ゆ
正
号
は
後
章
に
説
く
べ
し

　
　
金
官
の
名
は
三
國
史
訊
に
ほ
婆
娑
尼
師
今
二
十
三
年
の
條
に
金
官
無
主

　
　
首
露
王
と
艶
ぜ
リ
。
然
れ
ど
へ
後
代
の
史
料
に
よ
り
て
此
國
名
な
用
ひ

　
　
た
う
か
の
疑
な
き
に
あ
ら
す
。
蝿
理
志
に
は
金
海
下
京
古
金
官
邸
と
記

　
　
ぜ
リ
金
轡
の
名
無
羅
の
金
官
那
な
以
て
勧
め
と
す
う
も
の
に
あ
ら
す
と

難
隠
名
総
の
起
り
し
は
此
國
の
末
期
菰
う
が
如
し
。
金
上
の
名
ほ
臼
本

書
紀
に
は
縄
膿
組
二
十
三
年
の
條
に
恕
羅
の
伊
叱
夫
智
早
撃
岐
が
掠
め

し
多
々
羅
原
（
多
大
浦
鰍
）
附
近
の
四
村
の
註
に
見
ゆ
G
伊
叱
夫
は
三
圏

三
二
の
異
斯
夫
ハ
或
云
牲
宗
）
に
し
て
三
國
遺
事
に
ほ
姥
な
朴
と
し
伊
宗

と
欝
σ
リ
、
三
國
褒
訊
異
斯
夫
傳
に
異
二
夫
智
度
路
預
。
暗
駕
訟
邉
官
墾

歩
道
樒
謀
以
馬
戯
熱
加
耶
（
或
云
潴
羅
）
馬
取
之
と
あ
り
後
に
眞
興
王
二

＋
三
年
将
と
な
り
て
加
耶
（
高
罐
）
な
滅
ぼ
す
。
典
記
紀
年
に
よ
れ
ば
爽

興
二
＋
三
年
は
簿
度
路
盤
死
後
約
五
＋
年
な
る
た
以
て
武
將
と
し
て
異

斯
夫
の
活
動
期
穂
長
き
に
す
ぎ
た
り
。
其
以
馬
主
誤
加
耶
國
取
之
と
い

ふ
も
の
は
恐
く
ば
法
興
王
時
代
に
し
て
磐
㍊
の
所
謂
閥
村
が
掠
略
ぜ
る

事
を
い
ふ
も
の
な
る
べ
し
。
　
　
　
　
　
（
第
三
章
未
完
）

土

一

揆

、（

ｺ
）

　
　
　
　
　
五
　
一
揆
の
兵
力
（
績
）

　
懸
仁
文
明
の
内
臨
に
あ
り
て
は
、
東
西
爾
軍
の
兵
ヵ
殆

ぐ
」
相
動
き
、
戦
地
も
賂
局
限
せ
ら
れ
、
且
つ
爾
軍
の
勤
峙

久
し
き
に
彌
り
て
載
ら
し
き
戦
は
少
く
，
僅
に
洛
の
内
外

宮
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
土
　
　
叫
　
撲

（
下
）

　
、

文
學
博
士

三
　
浦
周
行

に
於
て
小
競
合
を
繰
返
せ
る
に
過
ぎ
す
、
》
而
か
も
將
士
は

戦
に
俗
み
て
、
み
つ
か
ら
淡
死
相
前
審
を
な
す
を
避
け
、

土
民
兵
を
以
て
己
れ
に
代
ら
し
む
る
の
傾
向
を
生
ぜ
り
。

敵
の
備
へ
ざ
る
に
乗
じ
て
火
を
縦
っ
て
奇
襲
を
撫
ふ
る
こ

鴬
三
瀬

一
三
（
三
六
志


